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’

も

早

か

ら

し
む

。

（

二
）

右

の

如
く

に

し
て

養
育
せ

る

蠶
繭
の

重
量

は
、

逋
常
繭
と
大

差
な

し
。

但
し
繭
層

量

幾
分
多
し

。
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●
本
邦
産
青
鮫
の
「

ア

ン

ソ

ソ

ー
マ

」

　

昨
年

七

月

七

臼、

標

本
探

集
者
金
太

邸、

東
京

市
塲
に

て

得
把

る

青
鮫
の

下

顎

な

b
と
て
、

」
苳

ミ
き
§
象

の

寄
生
せ

る

者
を

持
來

れ

り
。

「

ア
ン

ソ

ソ

ー

マ

」

は
、

件
の

下

顎
の
、

前

端
中
央
線
の

左

右
に

在

る

四

本
の

齒
の

最
内
側
の

者、

即

ち、

獪
ほ

直
立
せ

す、

粘
膜
に

浩

う
て

後
方
に

向
つ

て

伏
せ

る

者
の

外
側、

即
ち、

左
の

者
は

左

側、

右
の

者
は

右

側
に

接
し
て
、

齒
齦
に
や

よ

大
な

る

孔

を

穿
ち、

其

中
に、

二

匹

づ

主、

各
々

體
の

前

部
を
肉
中
に

埋
め

て

存
在
せ

り
。

又
、

寄
生

蟲
は

、

二

本
の

長
大
な

る
、

而

も

其

先

端
に

鉤
を
有
す

る
、

第
二

觸
角
を
一

所
に

集
め

て

深

く

肉
中

に

挿
入
し

あ
り

し
故、

是

を
宿
圭

よ

り

引
離
す

こ

と
甚
だ

困
難
な

う

き。

　
の

　

雌

　
　
頭

胸
部
の

背
面

は、

福
色

を
帶
び

陀

る

稍
楯
状
の

硬
き凸

甲

を
な

す
。

甲
は

ハ

前
方
よ

り

後
方

に

至

る

に

從
ひ、

漸
次
に

少

し

ζ

幅
廣
（

な

れ
り

。

後
縁
は

圓
ζ
絡
り、

前

端
は

稍
扁
し

。

頭

部

　

　

ロ

と
胸
部
と
の

問
に

は、

不

鮮
明
な

る

分
堺
あ
り

て．

兩
者
を
識
瑚

し
得

。

　
第
一

觸

角
は、

細
く

し

て

七

節
よ
り

な

り
（

註
一
） 、

頭
胸
部
背
甲

の

側
縁
下
に

蔭
れ、

先
端
は

後
方
に
向
へ

り
。

長
さ

約
五

粍
あ

り
、

　

　
、

（

雜
　
　

鑢
）

　
O
本・
邦

産

青

鮫
の
「

ア

ン

ソ

ソ

ー
マ

」

　

其
基
部
に

近
き

處

は、

少

し
ぐ

屈
折
せ

む
。

　

　
　
〔

註
一
）

　
し自

3
葺

は

ト

ミ

峯
證

8
蹇
蓐

ぎ
よ

り

得
れ
る

さ

き
。

き

§
a

き
貸

雹

§

　

　
　

に

て

ほ
亠
ハ航
即
な

リ
タ｝
ぜ

り
。

　

　

第
二

觸
角
は、

第
一

觸
角
に

比

し

て

著
し
く

太
く
且
つ

長
く
、

樹

　

ほ

形

腴
も

憂
化
し
て
、

前
邇
し
陀

る

如

く

附
着
器
と

成
れ

り
。

垂

　

體
六

節
よ

り

成
る
（

註

二

）
。

其
中、
基

部
の

髷
は

弧
状
に

曲
り

て

太

納

く、

家
の

二

節
は

長
大

に

し
て

直
圓

筒
形

を

呈
し、

第
四

節
は

短

　

く
（

謡
三
）、

第
五

節
は

多
少
變
化

し
て

稍
棍

棒

駿
を
な

し
（

註

四
） ．

　

最
後
の
一

節
は

強
大
な

る

鉤
を

形

成
す

。

此

鉤
は

褐
色
に

し
て、

…

蝶
覯
糠
幣
縞

薺
甥

向
に

向
へ

牝

一
　

　

　

（

註
二
）

ス

コ

ッ

ト

は
、

上

祀

の

種
に

於
て

は
、

三

節
よ

り

成
う

と

ゼ

り
。

｝

　
（

註

三
）

尤
も
一

彎
於
て

拭
・

蕘
端
少

し

く

蜑
兎

一

　
〔

茜
）

蕘
灣
近

く、

奨
鞋
至

觜
齒

奘
砦
吃

一

大

贄
臨

二
）

謦
黄

褐

色

篁
せ

る

稍

鞘

形
の

鬆
部
の

内

難
謡
ボ

濃
鏃
就
際
鰍

騰
購
靆
斟

吻
期

磊

丁
至

響

難
・

鋸

賤
突

起

並

饗

叢
約

＋

八

鬱

…

廴

大
顎

は、

長
，

約
一
．

夫
粍．

幅
、

最
も
太
き

鸛
に
て

。

w

．

嫉

驚
職
）

奢
密

接

し

て

嵳

毒
く

し
て

塑

　

葉

玳
を
な

し、

殆
ど
透
明
な

り
。

葉
賦
部
は

中
央
に

近

く

分

堺
の

痕

“

跡
あ

う

て
、

其
二

部
よ

b
な

る

こ

と
を

暗
示

す
る

如
け
れ

ど、

此

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
な

　

點

餘

り

明
瞭
な

ら

す
。

先
端
は

尖
う

て、

僅

數
の

毛

歌
突
起
に

絡

　

れ

う
。

基

部
の
一

側
に

二

飾
よ

り
な

る

小

鮒
屬
技
あ
り
（

藍
）

。

゜

二
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（

報
　
　

録
）

　
0
本
邦

産

青

鮫
の
「

ア

ソ

ソ

ツ

ー
マ

」

　
　
（

註
五
）

湘

ゴ

屑
刊

ば、

太

顎
及

小

顎
に

就
て 
μ

何

等
の

個
嗇
も

記
逋

も
な

さ

す
。

　
第
一

顎

脚
は

三

節
ま
り

成
る
。

基

部
の

第
一

及

第
二

節
は

殆
ど

同

長
な

れ

ど、

太
さ

は

第
一

節
の

方
著
し
く

大

な

り
。

末
節
は

小

に

し
て

特
異
な

る

形
状
を
呈
し

（

麟
四

）

、

其
表
面
に

は、

斜
に

走
る

耜
き

子

ギ
線
樣
の

隆
條

を
示

す
。

丑
側
に

は
、

餐
連

る

鋸
齒

歌
部
あ

ゆ
。

中

笛、

末
端
の

縁
邊
も

鋸

齒
欺
を
呈
す
コ

樹
ほ

其
の

一

側
に

は、

小

毛

突
起
に

て

被
臓

れ

陀

る

圓
形
の

小
突
起
附

着
し
、

一

側
に
は、

、一

個
の

大
な

る

齒

歌
突
起

あ
り

．

　
第
二

顎
脚
は

第
一

顎

脚
と
は
全

く
構
造

を
異
に

し、

基
節
は

著

「．
酉

夢
塾

し
く

太
べ

し
て

短
《、

先

端
に

は
噌

個
の

強

大

な
る

鈎
を

備
ふ

。

基
節
の

腹
側、

即

ち

鈎

と
接
す
べ

き
側
寵
は

、

大
小

數
個
の

簡
單

な

る

突
起

め
り

。

某

飭
の

末
端
は

後

方

に

向
へ

ど
、

鈎
の

先

端
は

前

内
方
に

向
へ

り
。

　

胸
脚
は
三

灣
あ

う
。

何

れ

も

薄
く
、

葉
腴
に

し
て

、

類

圓
形

を

呈
す

。

概

ね
同
大

な

れ

ど、

最
初
の

者
は

僅
か

に

幅
狹
し

。

第
一

及
第
二

の

者
に

は
、

其

内
欝
に

小

切

込

あ

れ

ど、
・

最
後
の

者
に

は

之
無
し
（

壁
ハ

）

。

胸
脚
の

表
面
に

は
、

稍
著
し

き
黒

色
の
圓

點
散
在

す
。

、

第

函
。

蟇
の

螽
ぎ・

§
雌

、

背

矗．
二

倍
。

豊
圜、

大

顎
。

罕
五

倍
。

第
五

圓．

雄
の

第
一

胸
脚
内

縁
の

切

込

中
に

あ
ろ

指
殃

突
起

な

示
す

。

四
十

五

借
。

　

　

・

3・

噛

第
三

圖
o

小

顎
。

四

十

五

倍
、

　

　

第

四

圏
。

第
一

顎

脚
。

四

十

五

倍
．

　
旺

・
δ

鹸
　

職

　
 

オ

　
皿

、
血

　
韭

　
皿
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　・

毳
六
）

ス

コ

，

｝

は
何
れ

の

封
に

も
切

込

あ
り

と

記
ぜ

り
。

卵

糸
は

長
く
し
て
、

長
さ

四

乃
至

五

糎、

幅
約

0
・

五

粍
あ

り
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　レ

　

雄

　
　

雄
は

大
饐
の

形

斌
雌
と

同
一

な

れ

ど、

背
部
に

鱗
状

板

（

。

ξ
訂
亀
霞
目

覧
客
¢

α

）

の

無
き

點
（

註
七
）、

頭
胸
部
に

績
く
三

體
節
の

明
な

る

點
、

第
一

第
二

胸

脚
の

切

込

中
に、

末
端
に

小

鈎
を

備
ふ

巍
駿
縮

饕
警
鞣
麟
麺

靄
櫞

懃

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（

註

七
）

雌
に

α、
頭

胸
よ
61

後
方
、

背

面
登

髏
な

被
ふ

處
の

二

封
の

麟
歌

板

あ
り
、

　
（

　
　
其
形

大
さ

等

略
ぼ

第
三

胸
脚
と

同

じ。

二

掴
の

型
的

な
る

雌
雄
に

就
き

測
定
し
弛

る

大
さ

左
の

如
し、

體

長

突 頭

起 端

の よ

先 り

端尾

旌部

雄

一

雌

　一
　
　

丁
六

〇

糎

　
　

　
　
　

　
頭

胸

部

　
　

　
　
　

　
背
甲
り

長
さ

丁

凶
五

糎
　

　

　

　

　
八・
五

粍

，

「
八
・

五

粍

同

上

の

幅

五・
五

粍

六

6
粍

　
以

上

記
載
し
沈

る

成

蟲
の

外
、

・

余
は、

前
記
青
鮫

の

下

顎

よ

り、

一

個
の

幼
小

な

る

「

ア
ン

ソ

ソ

ー

マ

」

を

得
詫

う
。

此
の

幼
蟲
は、

下

顎
の

右
側
に

於
て
、

哉

蟲
の

寄
生
せ

る

次
の

列
の

齒
の

内

側
の

粘
膜
に

附

着
し

居
れ

り
。

體
は

牛
透
明

に

し
て

白
色
を

帶
ぴ、

頭

端
よ

う

尾
都

突
起
の

洗

端
迄
の

長
さ

四

粍、

頭

胸

部
背

甲
の

長

さ

二
．

五

粍、

同
上
の

幅

丁
七
粍、

體
の

形
默

は、

大

體

既

に

成

蟲
と
な

れ
る

者

と

同
樣
な

れ

と、

第
二

觸

角
は

前

方
に

洵
は

す
し

て

後
方
に

向

ひ、

背

部
の

鱗
默
板
は

未
だ

極
め

て

小

に

し
て

、

漸
く

．

頭
胸
部
背
甲
の

後

縁
よ

う

少
し
く

其

形

を
現
は

せ

る
の

み。

勿
論、

（

雜
　

　
魯即
）

　

O
「

ス

テ

ゴ

ド
y

」

駈…
洲
に

産胤
ず・
ろ

か

左
右
の

各

板
は、

成
蟲
に

於
る

如

く、

中

央

に

於
て

互

に

相

重

な

り

合
ふ

如

き
こ

と
な

し
。

徇

ほ
、

頭

胸

部
以
後
に

於
て

も、

體

飾

の

堺、

分
明
な

う
。

本
種
は、

ズ

引
．

ト

が

」

悪
。

耄

§
ミ

饕
・・

二
駐
・

5
畢
琶

と
し
て

記
載
し
π

る

者
と
同
一

の

者
な

る
べ

し
。

爾
ほ、

本
種
は、

一

般
的
體
形
に

於
て

は

著
し

く

異
る

も、

其

諸
附

屬
肢、

殊
に

、

箜
及

箜

扇
角、

大

顎、

小

顎、

第

亥
第
二

顎
脚
等

に

於
て

は
、

凪

§
§

§

§
誉

の

鰓
に

寄
生

す

る

タ
フ

婁
富

婁〜
§

o

ミ

§
ミ
ミ

3
切

目
u

露
舞
サ

）

に

よ
く

類
似
す

。

』

ミ

ぎ
蓉
羣
奪

ミ
験
・

・

§
は

、

外
國
に

て

は、

蜜
§
§
§
§
毳

』
§
§

寒
甲

§
ミ

等
に

寄
生
す
る

二

と
知
ら
れ、

其
分
布
區
域
蹟
る

廣
し

。

即

ち、

ス

コ

。

ト

ラ

ン

ド

滑
海、

二

、

ー

ジ

ー

ラ

ン

嚀

北

米
副 、
尹

チ
・

セ

・

ッ

濃
海

等
よ

り

採

集
ゼ

ら
れ
起

る

報
告
あ

り
。

金
太
郎
は、

本

蟲

の

青
鮫

に

特
有
の

者
な

る

こ

と

を

主

張

す
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

（

石
井
重
美
）

　

　
　

●
「

ス

テ

ゴ

ド

ン

」

歐
洲
に

産
す
る

か
（

追
記
）

　

予
は

、

本
誌
前

號
に

於
て
、

「

ス

タ
ゴ

ド
ン

」

歐
洲
に

産
す

と

い

ふ

に

鍔
し、

異
論
を

挟
み

置
き

だ

る

に、

其
後
落
手
せ

る

獨
逸

雜
誌
．．

茗
¢

5・

智
冨
9
や

冒
巨
、

Φ
8
「

』｝’

寄
鬥、．”

孱

P

押

出
控

・。

旧

≒

爵
二

袰
を
披
見
す
る

に、

名゚

雰
冒
冨
臣
鍔
Ω

が
・

司

，

ヨ
頭
骨
を
抄

鐘
す
る

に

際

し
て
、

例
の

「

ス

ナ
ゴ

ド

ン

」

を

婁
§
潮

諺

卑

簑
§甲

ミ
§
恥

と

な

せ

る

を

發
見
せ

b
。

即
ち
か

の

國
に

て

は、

約

八

箇
月
以

前
に

、

既
に

予
と
同

読

を

な

せ

る

も

の

あ

る

を
知
る

な

り
。
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